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近
年
、
子
ど
も
を
狙
っ
た
犯
罪

が
新
聞
や
テ
レ
ビ
で
取
り
ざ
た
さ

れ
て
い
ま
す
。
警
察
庁
の
調
べ
に

よ
る
と
、
平
成
22
年
に
刑
法
犯
に

よ
る
13
歳
未
満
の
子
ど
も
の
被
害

件
数
は
約
3
万
2
千
件
に
も
上
り

ま
す
。
そ
の
中
で
被
害
割
合
が
高

い
事
件
は
、
わ
い
せ
つ
、
暴
行
、

傷
害
が
ほ
と
ん
ど
で
す
。
こ
れ
ら

の
事
件
は
、
決
し
て
都
会
に
限
っ

た
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

熊
本
県
や
御
船
警
察
署
管
内
で

も
子
ど
も
へ
の
声
掛
け
、
つ
き
ま

と
い
の
被
害
が
報
告
さ
れ
て
い
ま

す
。
県
内
で
は
平
成
22
年
に
、
声

掛
け
や
、
つ
き
ま
と
い
な
ど
の
届

出
が
9
1
1
件
発
生
。
届
出
で
は

被
害
届
、
通
報
、
相
談
、
情
報
提

供
な
ど
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

御
船
警
察
署
管
内
で
も
同
様
の

被
害
が
過
去
5
年
間
で
84
件
発
生

し
て
い
ま
す
。
被
害
者
別
の
割
合

で
見
て
み
る
と
、
高
校
生
が
約
32

㌫
、
小
学
生
が
約
27
㌫
、
中
学
生

が
約
20
㌫
と
、
学
生
を
狙
っ
た
犯

行
が
目
立
ち
ま
す
。
時
間
帯
で
は

12
時
か
ら
20
時
ま
で
が
全
体
の
約

68
㌫
を
占
め
、
下
校
や
帰
宅
中
を

狙
っ
た
犯
罪
が
起
こ
っ
て
い
る
の

で
す
（
左
表
を
参
照
）
。

　

私
た
ち
の
住
む
地
域
で
も
、
子

ど
も
を
狙
っ
た
犯
罪
が
身
近
に
潜

ん
で
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
子
ど

も
の
生
活
や
行
動
の
範
囲
を
制
限

す
る
こ
と
は
難
し
い
と
い
え
ま
す
。

な
ぜ
な
ら
、
子
ど
も
は
学
校
や
地

域
の
中
で
学
び
育
ち
、
成
長
し
て

い
く
か
ら
で
す
。

　

そ
こ
で
求
め
ら
れ
る
の
が
、
家

庭
や
地
域
が
連
携
し
た
防
犯
の
意

識
と
対
策
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

子
ど
も
は
心
身
が
未
発
達
で
犯
罪

へ
の
抵
抗
力
が
劣
り
ま
す
。
だ
か

ら
、
大
人
や
地
域
が
守
っ
て
あ
げ

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

町
内
で
は
現
在
、
地
域
が
結
束

し
て
、
子
ど
も
1
1
0
番
の
家
や

防
犯
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
組
織
が
活
動

を
展
開
し
て
い
ま
す
。
そ
こ
に
は
、

地
域
で
子
ど
も
を
見
守
り
、
育
て

た
い
と
い
う
思
い
が
込
め
ら
れ
て

い
た
の
で
し
た
。

Chapter

1
考察力
地域は安全ですか

「うちの子は『犯罪』なんて遭わないから…」。そう他人事
のように考えていませんか。実は、御船警察署管内でも、
子どもを狙った被害が起こっています。犯罪に遭わないた
めには、まず地域のことを知り、安全対策を考えることが
大切です。

2

Analysis
御船警察署管内の被害状況

子
ど
も
へ
の
被
害
傾
向

求
め
ら
れ
る
防
犯
対
策

「行ってきます」と「行ってらっしゃい」。

「ただいま」と「お帰りなさい」。

日常で繰り返される、ごく当たり前の家族のあいさつ。

もし、「ただいま」の言葉が返ってこなかったらとしたら…。

今月号では、子どもを犯罪から守る防犯対策を考えてみます。

Chapter１　考察力～地域は安全ですか～ ３㌻

Chapter２　団結力～子ども110番の家～ ４㌻

Chapter３　地域力～防犯ネットワーク～ ５㌻

Chapter４　防犯力～家庭と地域の連携～ ６㌻

hapter１　考察力～地域は安全ですか～ ３㌻

h ２ 団結力 子ども110番の家 ４㌻

まちの宝を守る

「防犯」

御船警察署管内で過去５年間、声掛け、
つきまとい、公然わいせつ、強制わいせ
つの被害データを分析しました。そこから
見えてくる、犯罪の傾向とは一体。

報告
件数

声掛けなどの事案は毎年10件以上が
発生している。過去５年間での被害は、
84件にものぼる。

被害
対象

声掛けなどの事案は、小学生から高
校生までが全体の約80㌫。その内、
女性被害が93㌫と大多数を占める。

発生
時期

声かけなどの事案は、9月～11月まで
の秋頃が全体の約40㌫を占める。次
いで春頃が多い傾向にある。

発生
時間

12時～20時までの時間帯が全体の約
68㌫を占める。下校や帰宅中を狙っ
た犯行と考えられる。

※声かけ事案の分析データは御船警察署生活安全係の資
料に基づくもの。平成23年は11月末現在の数値。
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